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隔離とは?



なぜ隔離が必要なのか



隔離の法的根拠





隔離中に行うこと



隔離中の観察



隔離を続ける理由はあるか?



隔離解除の目安



30代男性 統合失調症
X年4月上旬、入院5日目より幻覚・妄想が悪化し、
「職員が自分を殺そうとしている」と強く訴えるようになった。
病棟内で大声を出し、椅子を投げ、他の患者へ殴りかかろうとする
など著しい興奮がみられ、自傷・他害のおそれが高い状態となった。

X年4月10日、環境調整や声かけ、薬物療法を行った。
しかし、危険性の改善は得られず、患者本人および周囲の安全を
確保するため、精神保健指定医の判断により隔離を開始した。
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隔離を減らすために
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